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献血には4つの種類があります。 

献血基準
献血基準に当てはまる場合に献血ができます。（問診などの結果では献血できないこ
ともあります。） 
これは、献血者の健康を保護するために設定されています。

献血基準の主なもの
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200mL献血

16歳から
17歳から

18歳から
18歳から

45kg以上
50kg以上

40kg以上

45kg以上

40kg以上

400mL献血 成分献血 16歳から献血
できるっち！

全血献血 成分献血

400mL
献血

200mL
献血

血小板
成分献血

血漿
成分献血

血液中の全ての成分を採血する
方法です。 

血小板や血漿だけを採血する方
法です。体内で回復するのに時
間のかかる赤血球は再び体内に
戻します。

献血の種類

献血種別の構成比
（令和5年度）

（日本赤十字社調べ）

献 血 の 種 類

400mL献血
66%

成分献血
31%

200mL
献血
3%

血液製剤の種類
献血で集められた血液は、さまざまな薬となって、患者さんのもとに届きます。

血 液 製 剤 に つ い て

輸血用血液製剤 血漿分画製剤

●保存温度  2～6℃
●有効期間 採血後28日間

赤血球製剤
出血および赤血球が不足する
状態、またはその機能低下に
よる酸素欠乏のある場合に使
われます。

血液凝固因子製剤

血液が固まりにくい血友病
などに使われます。

アルブミン製剤

やけどやショックなどの場合
に使われます。

免疫グロブリン製剤

その他

ある種の神経疾患、川崎病、
重症感染症などに使われま
す。

血小板製剤

●保存温度 20～24℃
●有効期間 採血後4日間
※令和７年度内に採血後
　６日間に変更予定
●要振とう

血小板の減少またはその機能
低下による出血ないし出血傾
向のある場合に使われます。

血漿製剤

●保存温度 -20℃以下
●有効期間 採血後1年間

複数の血液凝固因子の欠乏
による出血ないし出血傾向の
ある場合に使われます。

全血製剤

●保存温度  2～6℃
●有効期間 採血後21日間

大量出血などすべての成分が
不足する状態で、赤血球と血
漿の同時補給を要する場合に
使われます。

いただいた
献血血液

献血血液は、輸血に使用
される輸血用血液製剤と、
血漿分画製剤という医薬
品を作るために使われて
います。
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